
 
            

 

 

 

北海道に在勤し、常時勤務に服する学校職員に対して、１１月～３月までの期間（５ヶ月間）に限り支給さ

れる手当です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

地域の区分 

 

石狩管内は２級地です 

世 帯 等 の 区 分 

世帯主である職員 

その他の職員 Ｚ 
扶養親族のある職員 Ｘ 

その他の世帯主である

職員 Ｙ 

1 級地 26,060 円 14,400 円 10,220 円 

２級地 23,080 円 12,900 円  8,700 円 

３級地 22,260 円 12,700 円  8,500 円 

寒冷地手当特集 

Ａll  men are 

created 

equal. 

千 歳 市公 立 小中 学校 事 務職 員 連携 会議 通 信 

 事 務 だ よ り （ 教 職 員 配 布 用 ）   
地  区  連 携 

グ ル ー プ 

編集    

千歳市立千歳中学校事務職員 NO SIDE  R.1.12..5 

次の方は、手続きが必要となります。 

 

① 新採用等で「世帯区分状況報告書」が未提出により世帯区分が決定されていない職員。 

② 世帯区分が変更になる職員。 

（自分のあるいは扶養親族の居住状況等々により変わる場合もあります。） 

（例） 結婚した時 

  配偶者が被扶養者でなく、第 1子が生まれた時 

配偶者が就職、退職した時 

所得超過により扶養親族でなくなる時 

新たに父母等を扶養した時 

離婚した時 

扶養親族（父母等）が死亡した時 

子が 22歳に達した年度の 3 月 31 日を経過した時 

人事異動により住居を移転し、単身赴任となった時 

③ 異動等により北海道内に在勤することとなった職員。 

 

※ 提出された報告書に基づき、寒冷地手当の額が決定されます。 

 

現在の世帯区分については、給料等支給明細書の氏名欄の右側にＸ・Ｙ・Ｚのいずれかの 

アルファベットが印字されていますので、誤りがないか、ご確認ください。 

（印字の無い方は、報告書の提出などの手続きが必要となります。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

私の心を大きく揺さぶった昭和の思い出の映画 

      原作が映画を燃えさたたせ、映画が原作をゆさぶつた。 

五木寛之 原作       大藪春彦 原作                             

青春の門 筑豊編      野獣死すべし                          

菅原 文太         松田 勇作 

松坂 慶子         小林 麻美 

原作は衆知の通り、当時の愛読書No.1 いわれる青春の 

バイブル。永遠のロングセラーとして若者に愛読されて 

いる五木寛之原作「青春の門」と大藪春彦原作「野獣死す 

         べし」の小説の映画化です。 

昭和 50年代の私の学生時代は、今の学生には、考えれない 6 畳1 間でテレビ・エアコンなし 

共同トイレ、共同台所、風呂なしの貧乏学生でした。唯一の楽しみは、親からの仕送りが来た時に 

映画を見ることと、文庫本を買うのが私の贅沢でした。 

  私の最初の赴任地は見渡すかぎりの大草原の僻地 3級の酪農地帯で、冬季は当時、生徒たちは 

通学が困難のため男子寮、女子寮に入っている小さな中学校でした。毎日が初めての仕事で、忙しい 

日々の中で、釧路市で上記の映画が公開されるので、車のない私は片道 90km を阿寒バスが午前1 本 

午後 1本しかないバスに揺られ 1 時間 30分かけて映画を見に行ったのを思い出します。 

この映画では心を大きく揺さぶられ、明日の仕事をする元気をもらった思い出の映画です。みなさんは 

どんな思い出の映画がありますか! たまには、映画を見るのもいいものですよ。 

                             いつまでも映画を愛する青春爺より 

「MY ゴール手帳」わが家へ 

千歳中学校の新しい取り組み。「Mｙゴール手帳」の活用です。 

手帳には学校行事が入っており、生徒が自分で予定や目標、学習時間を書き込めるようになって

います。自己管理能力の向上や家庭学習習慣の定着などを期待した手帳です。 

 そんな手帳がわが家にもやってきました。(長男は千歳中 1年生です。) 

毎日の学習時間を教科ごとに記入し、フリースペースには「今日は社会を頑張った。」など書けるよ

うになってきました。ポイントは寝る前にテーブルに手帳を置いてもらうこと。それを見て、私も

コメントします。「いつも、弟の面倒を見てくれてありがとう」「目標書いてないよ。書いてね。」と

か。朝、長男は鞄に入れて持っていきます。担任の先生が回収してくれて、コメントくれます。「テ

スト終わっても勉強続けてね。」母にも「いつも見てくれてありがとうございます。」などなど。長

男も黒いボールペンは母から。赤いボールペンは先生からと分けて読んでいるみたいです。 

 わが家では「１週間の勉強時間÷２」をお小遣いにしました。１日８０分だったら５６０分÷２

＝２８０円。その他、野球部にも入ってますので毎日素振り１００回を１週間続けたら３００円。 

小出しにご褒美をあげること。子供にはとても効果があることだ！と、千歳中の主幹教諭が言って

いましたので。信じてやってみます。手帳と小出しお小遣いのおかげか・・。テストの順位はあが

りました。時間割を友達に聞くこともなくなりました。来年春には野球でも成果がでるはず。 

これからも頑張っていきたいと思います。 


